
令和 4年 9月 14日(水) 16時～18時 

第 9回医薬品等行政評価・監視委員会 

 

議題１【HPVワクチン接種について】参考資料として 

資料提供： 

【全国薬害被害者団体連絡協議会】 

並びに  

HPVワクチン接種副反応被害者報告として 

【HPV ワクチン薬害訴訟全国弁護団 9 月 3 日更新資料より】 

 

                 提出者：泉 祐子 



 

 

【副反応症状の概要】   

1 運動に関する障害 

不随意運動、脱力、歩行失調、姿勢保持困難、握力低下、痙攣など 

2 感覚に関する障害 

激しい頭痛、関節痛、全身疼痛、視覚障害、光過敏・音過敏・嗅覚過敏、四肢のマヒ 

など 

3 自律神経や内分泌に関する障害 

発熱、月経障害、過呼吸、睡眠障害、めまい、体温調節困難、吐き気・嘔吐など 

4 認知機能や感情・精神機能に関する障害 

学習・記憶障害、見当識障害、相貌失認、集中力の低下、著しい倦怠感・疲労感など 

※こうした多様な症状が重層的に発現するという特徴がある。 

 

【副反応の現状による困難な生活実態】 

HPVワクチン薬害訴訟の原告(東京、名古屋、大阪、九州の各訴訟の原告 120人) 

を対象に、原告らの現在の治療・生活の状況についてアンケートを行った(期間:20 

22年 7月 16日から同年 8月 22日)。 

その結果は、以下のとおりである。 

1 治療の状況 

・多くの原告が今も入通院し、副反応症状に苦しんでいる。 

 

・協力医療機関が機能していないため、他県に長時間かけて入通院しなければなら 

ない。家族の付添や経済的負担が極めて大きい。コロナ禍では県外への入通院も 

制限され、治療も受けられない。 

2 PMDA等の受給状況 

・病態に応じた認定がなされず「狭き門」となっているうえ、医療手当は支給され 

ても障害手当は不支給となるケースが多い。 

・手続きの改善を求める声が極めて多い。 

3 生活の状況 

・現在の収入が 10万円を超えない原告が 68人と圧倒的に多い。 

4 就労の状況 

・就労できないか、就労しても退職・転職・休職を余儀なくされた原告がほとんど。 



・職場に副反応症状を説明できない(社会的な理解がない、偏見への恐怖等) 

・働けるのか、働き続けられるのか、自立できるのか、常に将来への大きな不安を 

 

抱えている 

  ⇓ 

副反応症状に苦しむ被害者の実情を踏まえ、治療体制、救済制度の抜

本的な見直し、副反応症状への社会的理解の促進や生活・就労等へ

の十分な支援が求められている 
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1 治療の状況  

 

⑴  ２０２１年の入通院の状況 

 

ア 副反応症状についての入通院の有無 

 

                      n＝97、パーセントは四捨五入で表示 

   

 

イ 入通院ある８４名のうち、協力医療機関への入通院の有無 

 

                       n＝84、パーセントは四捨五入で表示 

   

 

※ 協力医療機関への入通院「あり」のうち 10名が鹿児島大学病院 

                       1名が信州大学医学部附属病院 

 

 

協力医療機関に通院していない理由（複数回答可） 

①  医療機関の対応に不満がある ３８名 

②  治療に効果がない      １０名 

 

入通院なし

13（13%）

通院のみあり

67（６9%）

入院のみあり

1（1%）

どちらもあり

16（17%）

入通院あり

84（87%）

入通院なし

１３

あり

24（29%）

なし

60（71%)

入通院あり

８４

協力医療機関への入通院 
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⑵  治療に関する負担 

 

ア 医療機関までの移動時間（片道） 

 

n=83、パーセントは四捨五入で表示 

 

※ 移動時間は、各原告の自宅から副反応症状の治療を行っている医療機関の中で、
一番遠い医療機関までの移動時間を対象とした。 

 

イ 通院時における家族等の付き添いの有無 

 

n=83、パーセントは四捨五入で表示 

                 

ウ 通院交通費の負担感 

 

 n=83、パーセントは四捨五入で表示 

8(10%)

3(4%)

28(34%)

19(23%)

25(30%)
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13(16%)
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37(45%)

27(33%)

19(23%)

0

10
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40

とても大変 大変 普通
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エ 医療費の負担感 

 

n=83、パーセントは四捨五入で表示 

 

 

 

 

⑶  コロナ禍（２０２０年以降）における入通院への影響 

 

入通院への影響があった  ８３人中 ４９名（５９％）  

 

 その具体的内容（別紙参照） 

       ・他県からの通院や入院ができなくなった。 

       ・免役吸着法など、今までの治療を受けることができなくなった。 

  

 

⑷  治療について困っていること、国への要望（別紙参照） 

 

  

34(41%) 33(40%)

16(19%)

0

10

20

30

40

とても大変 大変 普通
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２ 手当の受給状況  

 

(1) ＰＭＤＡ医療費・医療手当 

 

n=80、パーセントは四捨五入で表示 

 

 

 

(2) ＰＭＤＡ障害手当 

 

n=49、パーセントは四捨五入で表示 

 

      

 

(3) ＰＭＤＡ申請手続きについて改善して欲しいこと（複数回答可） 

① 手続が大変       ９２名 

   ② 費用がかかる    ７５名 

③ 時間がかかる        ４３名 

④ 医師が協力しない    １５名 

 

    

 

 

  

56

(70%)

23（29％）

1 (1%)

0 10 20 30 40 50 60

支給決定（リサーチセンター含む）

不支給決定

申請中

18(37%)

31(63%)

0

0 5 10 15 20 25 30 35

支給決定

不支給決定

申請中
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３ 生活の状況  

  

 ⑴ 現在の属性 

 

                                  n=86、パーセントは四捨五入で表示 

 

 

(2) 現在の収入が１０万円を超えているか 

 

                                             n=98、パーセントは四捨五入で表示 

                                                 

 

 

 

 

 

  

23(27%)

20(23%) 21(24%)

3(4%)

19(22%)

0

5

10

15

20

25

学生 フルタイム 短時間勤務 障害者向け作業所 無職

68(69%)

28(29%)

2(2%)

0

20

40

60

80

超えていない 超えている 未回答
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 ４ 就労の状況  

 

(1) 就労経験の有無 

 

 

                                             n=98、パーセントは四捨五入で表示 

 

 就労したことがない理由（複数回答可） 

① 体調不良により就労自体が困難   ３５名 

② 継続勤務や決まった時間での勤務が困難  １４名 

③ 体調不良のため雇用してもらえない       ８名 

 

    

 

(2) 就労経験ある５３名のうち、退職・転職・休職経験の有無 

 

 

                    n=53、パーセントは四捨五入で表示 

 

退職・転職・休職の理由（複数回答可） 

① 体調の悪化    ３１名 

② 休みがちになり自主退職した   ８名 

 

    

 

53 (54%)

42 (43%)

3 (3%)

0
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 ⑶ 副反応症状に関する社会的理解・配慮 

ア 副反応の症状について、職場に打ち明けているか 

 

                      n=52、パーセントは四捨五入で表示  

 職場に話していない理由 

 ・以前話した会社に雇ってもらえなかったから。 

 ・解雇されるかもしれない。 

・副反応があまり知られていない。同僚の娘さんがワクチンを打っても異常は

無かったなど言われる。信じてもらえない。 

・理解されるとは思わないから。以前の職場でそうだった。 

・職場に話すことで就業すらできないし、病状が世間で認知されていないので

説明も出来ない 

・どんな風に思われるか怖い。偏見が怖い。 

・さまざまな意見の人がいるため、何を思われるのか怖いから など 

 

   イ 働くための職場の配慮の有無 

 

                       n=52、パーセントは四捨五入で表示 

 

    職場の配慮の具体的内容（別紙参照） 

・体調悪化による急な欠勤、休憩等に配慮してもらっている。 

・漢字の間違いなど、ミスが多くても理解をしてもらっている。 

・職場での仕事の種類、活動量を配慮してもらっている。 

 

(4) 就労に対する不安/就労に関し困っていること、国への要望（別紙参照） 

以 上 

すべて話している

13

（２５％）

一部話している

28(54%)

全く話していない

11(21%)

すべては話せていない

39（７５％）

22 (42%)

30 (58%)

0

5

10

15

20

25

30

35

とくに配慮してもらっていない 理解・配慮してもらっている
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